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大雪山「雪壁雪渓」測量報告(1974年).

高橋修平

(北海道大学大学院理学研究科)

滝沢隆俊・若浜五郎

(低温科学研究所)

(昭和49年12月受理)

I.まえがき

北海道の中央部の大雪山系には毎年夏の終りになっても，いくつかの雪渓がみられる。そのうちの

ひとつ，高根ケ原の東斜面にかかる通称「雪墜雪渓」について，北海道大学低温科学研究所の雪渓研

究ク・ループは，昭和38年(1963年)以来，毎真雪氷学的ゐるいは気候学的な立場から調査を行なっ

てきた 1-6)。

気候学的な観点から，雪渓の規模をその年の気候と結びつけたり，気候変動の指標にしたりすると

き，雪渓の長期間の資料が必要である。そ乙で， ζれまでの調査ιr一環として， 1974年10月1日，消

耗末期の雪壁雪渓の簡易測量を行ない，雪渓の規模を求めると共に従来の地図の修正を若干おこな

っTこ。

II.測定方法および結果

雪渓の周囲には，従来設定した測量基点が5ケ所ある(第 1図のぬ 1-ぬ5と印した点)。但し，

基点1は，従来急斜面上に設定したものが発見できとfかったので，高根ケ原の上，ハイマツの繁みの

中に設置してあった木杭を新たに基点、No.lとした。雪渓の周縁の通当な場所に13ケ所の測定点を選ぴ

(第1図のP1-P 13の点)，また，基点No.lから雪渓の最大傾斜線に沿って6点(第1図の TO-

T5 )を選んで雪渓上の測定点とした。

5つの基点のうち，適当な基点に三脚付きポケットコンパスを量き，上記測定点の方位角。と仰角

dを， 0.5
0
あるいは 10 )の桁まで読みとった。乙の際，測点にポールを立て， コンパスの望遠

鏡と同じ高さの点を測定した。 ζれは，後の計算を簡単にするためである。

基点から測定点までの距離 dは，50m巻尺を用い 0.1mまで読みとって求められた。各測定点で，

雪面の走向と傾斜角がクリノメーターで測られた。

* 北海道大学低温科学研究所業績第 1356号
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以上の測量の結黒および，これらを用いて求められた水平距離do，高度差H，基点ぬ4を基準と

した高度zを第 1表にまとめた。乙れらの資料から作成した雲壁雪渓およびその周辺の平面図が第1

図である。太い実線で囲まれた部分が雪渓で，細い実線は 2現 Cとの等高線である。

乙の図を従来得られた図と比較すると，基点地5の位置が，従来の地図上の位置より北東に 7.5m 

ずれている乙とがわかった。他の基点はすべて杭であるのに， 乙の基点ぬ5だけは地面に半分以上埋

まった大きな岩にぺンキを塗ったものである。今回の測量代用いた基点必5は，従来の地図上に示さ

れていた基点必5と異なる測点である乙とがわかった。

また，測定点P9， PlOの高さは，従来の地図では， それぞれ26.0m， 28.5 TTiである杭今回の

測定値はそれぞれ25.5 m， 26. 9 mで，いずれも従来の値より小さL、。乙の値に一致するように P9， 

PI0の周囲の等高線を書き換えた。他の部分では従来の地図とよく一致した。

第2図1<::，N1.1を通る雪渓の最大傾斜方向(方位角約 170
0

)の縦断面図を示す。基点ぬ4からの

高度が2泡m以上の部分では雪がとく薄く，雪面は斜面K平行に近い。乙の図は高度から求めたもので

あるが，縦断面図は表面で測定した斜度からも得られる。 Tl，T2などの各点で測定した斜度の実測

値と，第2図から求められる斜度とを比較したのが第2表である。上部ではよく一致している杭下

部では5。前後の差がある。

次に雪渓の体積を求めてみた。第2図の縦断面と平行な縦断面を10m間隔(両端では 9m)に作

り，西から!頃に 80. 81.…. 87とする。 TO-T5の縦断面は 85K一致する。乙の縦断面を
高度差2mの間隔で切り，それらの微小部分の縦断面の面積を積分して得られた値を，各総断面Cと

に第3表に示した。

相隣る2つの縦断面8i. 8 i十1(i=0-7)にはさまれた雪渓の部分の体積ムVは次式で近似

できる。 ムVニ D(主ド)

乙乙IζDは，相となり合う縦断面の間隔である。乙の式を用いて雪渓全体の体積を求めると， 12.7 

X 10
3
m' となる。一方，相隣る2つの縦断面ではさまれた部分の形を載頭錐体で近似すると.6V

は， ムV=DX~8i+V'宮了寸古ï + S i+1 ) 
3 

で表わされる。乙れを用いて得られる雪渓全体の体積は 12.5XI0
0

m'である。

ζのように， 2つの近似法で体積を求めTこが，得られた雪渓の体積は互によく一致した。乙の値は消耗

末期における雪蟹雪渓ω体積として， 1964 年以来，最大のものである。従来の最大値は 1966年 10
8 ・

月10自民観測された 7.4X 10
u 

m'であったが，今年はその約1.7倍が残存していたわけである。1966

年10月の雪渓の観測結果と今回のを比較すると，平面的な大きさにはあまり差がないが，雪渓の厚さ，

とくに下半部の厚さが，今年は 19前年10月の値に比べてずっと厚い。乙れが今年の残存量が多い理由

である。

乙の観測を行なうに当り，当研究所の木下誠一教授に御協力をいただいた。雪渓の観測には理学研

究科大学院学生の佐藤篤司，荒岡邦明両君が参加した。以上の万々に深く謝意を表する。
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第 1図雪壁雪渓平面図(1974年10月1日)
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第2函雪壁雪渓縦断面図(1974年10月1日)
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第1表雪墜雪渓測量資料(1974年10月1日)

基 点 雪 面 の
方位角 仰角 距離 水平 高度差(各 高度(ぬ4

(高度:NJ. 4 測定点
距dol
離
) 
基点基準)を基準)

を基準) 走向， 傾斜 。 d d H2) Z3) 

ぬ 1 T 1 
4) 
，10
0 

E 
4 ) -32

0 
43.3m 36.7m ← 22.9 m 25.9m 

(Zlニ 48.8m) T2 一一一ー ，16
0 

E 一 -29.5 50.0 43.5 -24.6 24.2 

T3 一一一一 ，23
0

E 一 -28.5 58.1 51. 1 -27.7 21. 1 

T4 一一一 ，36
0

E 
5) 
63. 1 一 一

ぬ2 Nd 294
0 

+ 12 47.7 46.7 十 9.9 48.8 

(Zz=39.5m) 1'h3 190 -29 43. 9 38.4 -21.3 18. 2 

P8 NSO
O

E，29
0
E 194 -32 36. 4 30.9 -19.3 20.2 

P9 214 -36 23.8 19. 3 -14.0 25. 5 

PI0 N82"E，13
0 
E 244 -29 24.0 21. 0 -11. 6 26. 9 

Pl1 261 -11 46. 4 45. 5 - 8.9 30.6 

P12 250 -14 51. 2 49.7 -12.4 27.1 

P13 239 -10 76. 5 75. 3 -13.3 26.2 

P4 240 -10 91. 7 90. 3 -15.9 24.6 

NJ.3 1'h4 230 -25 43. 1 39. 1 -18.2 0.0 

(Zs=18.2拠) P6 229 -33 15.3 12.8 - 8.3 9.9 

P7 N83
0
E， 33

0 
E 317 ー 15 3.5 3.4 - 0.9 17.3 

No.4 1'h5 282 + 18 30.2 28. 7 十 9.3 10.5 

(Z.= 0 m) P 1 N83
0
E，43

0 

E 340 O 2.6 2.6 O. 0 0.0 

P2 N83
0
E，44

0 
E 288 十 16 23.4 22.5 + 6.4 7. 6 

P3 288 十 21 45. 7 42. 7 + 16.4 17.6 

地主5 P3 300 +27 15.7 14.0 + 7.1 17.6 

(ZS=10.5m) P4 313 + 35 24.3 19.9 + 13.3 23.8 

P5 7 O 2.5 2.5 O. 0 10. 5 

L一一一一
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注 1) do = d cos a， 2) H = d sin a 
3) Z=H+Z i， Ziは各基点のぬ41<:対する高さ， 4) TI-T4は最大傾斜に沿って設け

G 

られたので，走向は N80 E，方位角70"，5) T 4は基点地lから見通せなかったので仰角は測

定できなかった。

第2表 TI-T5点における斜度，実測値とお2
図から求めた値

斜

度

T5 

43
0 

47
0 

第3表 縦断面の面積と，隣接縦断面聞の間隔。ただし，80は雪渓の
西端をとった。 87と雪渓東端との間隔は 9mf.ごった。

縦断面

面積

間隔

7

一ω
一9

口。


